




かつては白血病は不治の致命的疾患であったが,近年長期生存例(一部治癒例)が増してき

ている。本研究班の全国調査の結果では,ALL の 5 年以上の初回寛解持続(治癒の期待が大

きいもの)率は,昭和42年の約5%から,中枢神経白血病の予防治療が導入されるようになっ

た51年頃からは20%代となり,その後の多剤併用療法の改善によって30%をこすようになっ

てきていることが判明した。 

更に,研究協力者の最近の治療成績を検討したところ,最も良いものは commom ALL であり,

その standard risk(S-C-ALL)群では 60%以上の治癒を期待し得るようになってきている。 

しかし,小児の白血病を全体としてみると,病型の出現頻度とそれぞれの治療成績から,白

血病児の約 1/3～1/4程度を救命し得るようになってきているが,まだ治療成績の向上に努

力すべき余地は大きい。 

また治療法の進歩によって初回寛解率は,ALL では 90%以上,ANLL でも 70%以上を,期待し得

るようになってきており,救命はできないが数年間生存するものがかなりの数にのぼって

いる。生存者にはほぼ日常生活を営み得るものから,苦しい闘病を続けるものまである。 

治癒にいたらないものは勿論のこと,また治癒しても後障害を残さないように,白血病児の

生存の質の面からの検討も必要になった。 

以下,当研究班の 3年間の研究成果を総括し,今後の治療法改善の問題点の要点を列挙する。 


